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裁
卒
業
生
８
人
が
教
壇
に

菫
一謡
１
年
生
に
体
験
語
る

口

彙
神
一
”
『
（
」

「
育 背
一
義
義
「

が
、
長
生
高
校

（見
田
豊
茂
校

長
）
で
開
か
れ
た
。
歴
代
の
卒

策

畔
雄
奏
秋
い
嚇
獅
睫
れ
葉
蝉
融

貴
重
な
体
験
を
披
露
し
た
。

弁
護
士

の
最

首
良
夫

さ
ん

一
・
」
［
”
詢
裁
『

「
だ 卒
置
い

時 も
「ぃ

¨

一学
ん
だ
基
礎
な
く
し
て
は
現
在

一
の
自
分
は
な
い
。
生
徒
た
ち
に

一
『
自

信

を
も

っ
て
も

ら
い
た

い
』
」
と
話
し
掛
け
た
。

こ
の
ほ
か
、
石
川
正
徳
さ
ん

（
５６
年
卒
）
、
伊
東
丈
夫
さ
ん

（
７．
年
卒
）
、
仁
茂
田
弘
さ
ん

（同
）
、
大
金
陽
和
さ
ん

（
７６

年
卒
）
、
山
口
真
矢
子
さ
ん

（
８７

年
卒
）
、
矢
部
順
子
さ
ん

（
９７

年
卒
）
、
遠
藤
裕
美
子
さ
ん

（
２

０
０
４
年
卒
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

進
路
や
人
生
な
ど
に
つ
い
て
話1年生 を 対象 に開か れた長 生 高校 の「 天夢 塾 」

し
た
。

コ
ー
チ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
遠
藤
さ
ん
は

「
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
な
い
で
、
自
分
の
行

き
た
い
方
向
に
進
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
。
ど
ん
な
も
の
で
も

い
い
か
ら
、
自
分
の
軸
を
も

っ

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

現
在

フ
リ
ー
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
矢
部
さ
ん
も

「興
味
の
あ
る
こ
と
は
と
こ
と

ん
追
求
す
る
。
自
分
に
で
き
る

も
の
を
探
し
行
動
を
起
こ
す
」

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

塾
名
は
、
明
治
期
に
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
茂

原
市
上
永
吉

の
眼
科
医
院
、
回

春
堂

（現

「
永
吉
の
眼
科
」
）

を
継
承
し
た
千
葉
天
夢
さ
ん
の

名
前
に
由
来
す
る
。
千
葉
さ
ん

は
長
生
高
校
の
前
身
で
あ
る
私

立
大
成
館

の
初
代
館
長

を
務

め
、
長
生
郡
の
教
育
黎
明

（れ

い
め
い
）
期
を
支
え
る
な
ど
幅

広
い
分
野
で
地
域
社
会
に
貢
献

し
た
。


